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研究結果の概要 

本研究課題における成果は次の 3 点に集約される： 

 

1. 生産，物流あるいは事務業務等のための ICT 技術を利用した「システム化」が必ずしも成功

していない，あるいは短期間で陳腐化が起こるといった事象を踏まえ，既存のシステム化技

法の問題点を，鉄鋼生産分野や事務業務分野を事例として取り上げ，整理した． 

2. 1.の成果を踏まえ，人工知能技術，システム検証技術やエージェント技術について広くそれ

らの適用可能性を検討した．その結果として，

人と機械の協働に基づく意思決定プロセスが

右図のように表されることを確認するととも

に，図中の赤字で示すメタモデル(すなわち数

理モデル生成器)の重要性を明らかにした．さ

らにその表現・処理方法について，一階述語

論理における数式変換の一種である限定記号

消去法等の適用可能性を，種々の検証事例を

経て確認した． 

3. 2.で構築したプロセス・モデルの具体例として特に，富山県立大学における補講時間割作成

業務を取り上げ，数理計画法ベースの解法を構築するとともに，実際の業務へ導入した．そ

の結果，業務時間が導入前の約 110 時間と比べて約半分の 60 時間になるなどの改善を確認

した． 

 

本研究を遂行するに当たっては，計 12 回の研究会を学内にて開催し，議論を重ねた．また本研究

に関連する成果として，以下の対外発表を行った． 
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今後の展開 

今後は，成果 2.で明らかとなった限定記号消去法の応用可能性について，より精緻に検証してい

くとともに，現実問題への適用を探る．一方，研究会での議論を経ることにより，意思決定時に

おける人間−機械のインタラクションのフィードバック・ループおよびその数理モデルの重要性が

明らかとなった．今後は，当該分野の専門家をメンバーに加え，議論を深める予定である． 

 


